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広告

わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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新 年 の 御 挨 拶
公益社団法人 埼玉県獣医師会

　会　長　髙　橋　三　男

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には、輝かしい平成26年の新春を健
やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　また、日ごろから本会の業務運営に対しまして、
深い御理解と温かい御支援を賜っておりますこと
に厚く御礼を申し上げます。
　昨年を振り返ると、国政では、安倍政権が発足
して₁年が経ち、経済再生のため矢次早に放った
金融・財政政策の効果で日本経済にもようやく明
るい兆しがみえつつあります。また、2020年の東
京オリンピック招致や富士山の世界遺産登録な
ど、日本中が歓喜にわいた話題も多い一年でした。
　その一方では、東日本大震災に伴う原発事故の
処理や、消費税率の引き上げなど国民への負担も
増加しつつあり、アベノミクスの「成長戦略」に
より、経済が本格的な成長軌道に乗り、明るく展
望の持てる社会になることを強く願うものであり
ます。
　このような中、埼玉県獣医師会にとりましては、
激動の一年であったと言っても過言ではありませ
ん。
　₄月₁日には、公益社団法人として新たなス
タートを切ることができました。この間、公益法
人移行に向け御尽力いただいた関係の皆様に深く
感謝申し上げます。埼玉県獣医師会は、社団法人
として昭和24年に発足し、公益性の高い事業を中
心に人と動物に関わる様々な活動に取り組んでま
いりましたが、今回の移行を契機として、これま
で以上に社会に貢献できる団体を目指していきた
いと決意を新たにしております。
　また、昨年₅月には、埼玉県知事と「災害時に
おける愛護動物の救護活動に関する覚書」を締結
いたしました。この覚書は、埼玉県域において地
震、風水害など大規模災害が発生した場合におけ
る愛護動物の救護に関して、埼玉県獣医師会が獣
医療の提供などの面で埼玉県の救護活動に協力す
るもので、具体的内容については、今後、県当局

と協議を重ねてまいります。
　さらに、₉月１６日には、長きにわたり御指導を
賜ってまいりました前埼玉県獣医師会会長の五十
嵐幸男先生が御逝去されました。先生は、日本獣
医師会の第１０代会長も務められ、数々の御功績に
より旭日重光章をはじめ多くの受章、表彰も受け
られました。これまでの御指導に深甚なる感謝を
申し上げます。
　さて、獣医界を取り巻く情勢は、国民の意識や
価値観が多様化するなか、大きく変化してきてお
り、特に、動物病院では、高度医療や夜間診療な
どに対する飼育者からの要望は強く、その対応を
迫られるなど経営環境は大変厳しい状況にありま
す。
　一方、狂犬病につきましては、昨年、これまで
清浄地域と思われていた台湾で、狂犬病の感染が
野生動物の間で拡大していたことが判明しまし
た。国内では、昭和３１年以降、発生を見ておりま
せんが、海外では、本病に感染して年間約₅万₅
千人もの方が命を落としており、近隣地域で新た
に発生したことを大変危惧しております。
　さらに、口蹄疫や鳥インフルエンザ等の感染症
も海外では依然として発生が続き予断を許さない
状況にありますし、食中毒や食品表示など、食の
安全・安心の確保に対する国民の関心も、増々高
まってきております。
　このような状況にあって、埼玉県獣医師会が県
民の期待に応えてまいりますためには、動物の健
康はもとより、人の健康や自然環境の保護など、
人々の生活に直結した幅広い分野で御活躍されて
おられる会員一人ひとりの御尽力が不可欠です。
　私は、皆様とともに社会に貢献する公益団体と
して「動物と人の健康は一つ。そして、それは地
球の願い」を基本理念に、引き続き、次の点に努
力してまいりたいと考えております。
₁�　地域に貢献する公益社団法人として、社会か

ら期待され、信頼される公益団体を目指すとと
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もに、これまでの活動で培ってきた伝統を受け
継ぎながら新しい時代に向けて適切な会務運営
に努めてまいります。

₂�　あらゆる機会を捉え、獣医師及び獣医師会の
果たす社会的使命や役割を広く情報発信すると
ともに、施策提言に努めます。　

　�　また、「獣医師の誓い－９５年宣言」、「埼玉県
獣医師会員憲章」並びに「獣医師会活動指針」
に則り、会員の法令遵守と獣医師職業倫理の高
揚を図ります。

₃�　国や県、市町村、関係団体との緊密な連携の
もと、食の安全確保対策の推進や狂犬病等の人
と動物の共通感染症の予防対策に適切に対応し
てまいります。　

　�　また、口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザな
ど、家畜伝染病の発生予防、早期の通報、迅速
な初動防疫、並びに、飼養管理基準の遵守等に
ついて、行政機関と連携して指導に努めます。

₄�　動物達は、活躍の場は広がり、今や、私達の
生活にとって身近でかけがえのない存在になっ
ており、人と動物が共存する豊かな地域社会の
実現を目指して「埼玉県動物愛護管理推進計画」
の着実な推進を支援します。

　�　また、命の尊さを通じ豊かな感性を育てる学
校動物飼育活動や動物福祉の増進等の取組を推
進します。

₅�　災害発生時の動物救護対策については、昨年、
埼玉県と締結した「災害時における愛護動物の
救護活動に関する覚書」に基づき、埼玉県と連
携し具体的な救護体制の整備に取り組みます。

　�　また、傷病野生鳥獣の保護管理につきまして
は、埼玉県の進める保護対策事業を推進し、生
物多様性の保全を図ります。

₆�　「学術の埼玉」として学術講習会や交流会等
を積極的に開催するとともに、各種学会への会
員の参加を支援し、受講機会の拡大に努めるこ
とにより、知識、技術の高位平準化を図り、そ
の成果を広く県民に還元してまいります。

　�　さらに、日本獣医師会「獣医師生涯研修事業」
については、本会が全国トップの実績を誇って
おり、引き続き、会員の事業参加を促進します。

₇�　彩の国畜産フェアや動物愛護フェスティバ
ル、日本獣医師会の主催する動物感謝デー等に
積極的に参加し、獣医師会の果たす役割と会員

の活動内容を広く県民に啓発してまいります。

　今日の多様化した時代にあって、埼玉県獣医師
会が、公益団体として社会に貢献し続けていくた
めには、会員の皆様がお互いに連携を強め、団体
としての総合力を発揮して諸課題の解決に結び付
けていくことが重要なことと考えております。
　また一方では、私たち獣医師会の活動は、行政
機関からの適切な御指導・御支援をいただきなが
ら地域の皆様の御理解を得る努力も必要であり、
更には政治や経済界の方々の御支援も重要です。
　このため、₂月₆日には、県や市町村等の行政
機関をはじめ、関係団体や政財界等の皆様にも御
案内申し上げ、公益社団法人移行を記念して新春
懇談会を開催いたします。特に記念講演の講師に
は、この度、新たに日本獣医師会の会長に就任さ
れた藏内勇夫会長をお招きするほか、東京大学大
学院教授で附属動物医療センター長の辻本元先生
からは大学病院の立場から見た動物病院の在り方
について御講演をいただきます。是非、多くの会
員に御出席いただき、この機会に関係する皆様方
との交流の輪を広げていただきたいと存じます。
　私は、日本獣医師会の関東地区選出理事に加え、
昨年、全国会長会議の常設議長を拝命いたしまし
た。獣医師会組織が一体となって推進しなければ
ならない課題が山積する折、日本獣医師会と地方
会とが連帯感をもって課題解決に取り組めるよう
に努力してまいります。
　今後とも、国や地方、県や市町村、更には政治
や各種団体等、各界、各層との連携を密にし、時
代の潮流を見定めながら、最善の努力を傾注して
まいりますので、皆様の一層の御支援をお願いい
たします。
　今年は午年です。馬と人間の付き合いは長く、
古くから生活を共にしてきた動物です。また、神
の乗り物として、広く信仰の対象ともなっており
ます。
　馬ほど人の役に立ち人の暮らしに深く関わる動
物はありませんが、私たちも馬にあやかり、暮ら
しに関わり社会の役に立つ獣医師会でありたいと
願っております。
　会員の皆様にとりまして、本年が希望に満ちた
素晴らしい年となりますことを心からお祈り申し
上げ、新年の御挨拶とさせていただきます。
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助言講師の先生方
前列左から　 髙橋三男埼玉県獣医師会会長、上塚浩司日本生物科学研究所研究開発部次長、秋庭正人動物衛生研究所

主任研究員
後列左から　中島一郎川越家畜保健衛生所所長、鴻巣泰畜産研究所長

　平成25年12月20日（金）午前₉時30分から、さいたま市の「埼玉会館₃Ｃ会議室」において、埼玉県農林
部の獣医・畜産関係職員並びに埼玉県獣医師会等関係者、57名が参加するなかで、平成25年度埼玉県家畜保
健衛生業績発表会を開催しました。
　この発表会は、県畜産関係機関の日常業務に関連して実施した事業や調査等の業績について発表と討議を
行い、家畜衛生及び家畜管理技術の改善向上に資することを目的として毎年度実施しているものです。

１　開　会

　�　発表会は、関根貴司県畜産安全課主幹の司会で進行しました。手嶋顕久埼玉県食品安全局長の挨拶に続
き、助言講師にお願いした、独立行政法人動物衛生研究所の秋庭正人主任研究員、一般財団法人日本生物
科学研究所の上塚浩司研究開発部次長、公益社団法人埼玉県獣医師会の髙橋三男会長、川越家畜保健衛生
所の中島一郎所長、農林総合研究センターの鴻巣泰畜産研究所長の₅名の先生方、並びに、来賓としてお
招きした埼玉県獣医師会の小暮一雄副会長を御紹介いたしました。

平成２５年度埼玉県家畜保健衛生業績発表会開催報告
埼玉県農林部畜産安全課
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₂　発表・討議

　�　発表内容は₃部から成り、第₁部では「家畜保健衛生所の運営及
び企画推進に関する業務」に関して₉題の発表がありました。また、
第₂部の「家畜保健衛生所及び病性鑑定施設における家畜の保健衛
生に関する試験及び調査成績」については₇題、第₃部の「家畜保
健衛生所以外の畜産関係機関における試験、研究、調査成績」につ
いては₂題、合計18演題の発表が午後₄時まで行われました。

₃　審査結果

　�　発表終了後、助言者を代表して秋庭正人動物衛生研究所主任研究
員に審査結果の発表と講評をお願いいたしました。審査に当たって
は、平成26年₂月₇日の関東甲信越ブロック業績発表会が埼玉県の
当番で開催される折でもあり、他県の発表に対抗できる内容との視

点に立ち、本県代表として₃題を選出したとの報告がありました。また、秋庭先生には、講評に当たって、
全ての発表演題について的確な助言をいただき、発表者にとって今後の業務推進に大変参考となるものにな
りました。

　続いて、髙橋三男埼玉県獣医師会会長には、審査に当たっての所感と埼玉県獣医師会長賞の発表をお願い
しました。
　髙橋会長は、「皆様には早朝から貴重な報告をいただいた。本日の発表は先輩・後輩が連携して取り組ん
だ１年間の成果であり、生産者や消費者のために今後とも御尽力願いたい。私は、日本獣医師会の全国会長
会議の常設議長を拝命したが、日本獣医師会と地方会とが一体感をもって課題解決に取り組めるように努力
したい。日本獣医師会では藏内新体制の下、日本医師会との連携や狂犬病予防体制の整備などの課題につい
て特別委員会を立ち上げており、中村滋副会長と小暮一雄副会長にそれらの委員に就いてもらい活動に協力
していきたい。また、₂月₆日には、公益社団法人への移行を記念し、新春懇談会を開催することとした。
県や市町村、日本獣医師会等の関係者をお招きするので、この機会に多くの方々と交流を深めてもらいたい。
代表となった方々の関東ブロック発表会での活躍を祈念する。」と御挨拶され、埼玉県獣医師会長賞として、
取組が斬新で学術的に優れている₃題を選出したと報告いただきました。

₄　表彰及び閉会

　�　審査結果の発表後、関東甲信越ブロック業績発表会への本県代表に選出された₃名には梅澤畜産安全課
長から、また、埼玉県獣医師会長賞に選出された₃名については、髙橋三男会長、小暮一雄副会長などか
ら功績をたたえ表彰状が授与され、午後₅時に閉会となりました。

　　表彰を受けた演題は次のとおりです。

来賓として出席された埼玉県獣医師会
の小暮一雄副会長
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≪第55回関東甲信越ブロック家畜保健衛生業績発表会の本県代表演題≫

₁　演題名　高病原性鳥インフルエンザ発生を想定した埼玉県防疫演習
（川越家畜保健衛生所  森田梢ほか）

　埼玉県では、平成25年11月13日、高病原性鳥インフルエンザ発生時の初動防疫を迅速・適切に進めるため
の体制を強化する目的で、特に平成17年₈月の県内での発生経験を踏まえ、生産者、県、市町村、団体等を
対象に深谷市で防疫演習を実施。机上演習では、異常鶏の発生通報からの一連の防疫作業の流れを説明。実
地演習では、健康診断に始まり、防疫服の着用、仮設農場での生きた鶏のケージからの取り出し、模擬鶏を
用いた殺処分作業、汚染された防疫服の消毒と脱衣、除染テントでの着替えまで一連の流れを体験。今後も、
本病の万一の発生に備えた演習を通じて、関係機関との連携を強め、防疫体制を一層強化していく。

₂　演題名　アンケート調査にみる養蜂の課題
（熊谷家畜保健衛生所  田代卓也ほか）

　養蜂の実態を把握するため、管内蜜蜂飼育届出者127名に対してアンケート調査を実施した。調査内容
は業態などの一般的事項、蜜源、苦情、伝染病、衛生管理等である。回答者は85名で、業態の内訳は本業
₉%、副業49%、趣味42%であった。伝染病認知度は腐蛆病、チョーク病で高く、ノゼマ病、バロア病で低かっ
た。衛生管理実施率は巣箱で高く、蜂場の消毒で低かった。伝染病認知度、衛生管理実施率ともに本業や副
業と比較して趣味養蜂家で低い傾向にあった。本調査から、趣味養蜂家に対する衛生指導及び情報提供の重
要性を確認した。蜜蜂の適正管理推進のため、今後は養蜂家とより緊密に連絡を取り、支援・指導体制を構
築していきたい。

埼玉県獣医師会長賞受賞者を囲んで
右から　小暮一雄埼玉県獣医師会副会長、髙橋三男同会長、受賞者の曾田泰史先生（中央家保）、中村嘉之先生
　　　　（畜産研究所）、油井武先生（中央家保）、水島健雄埼玉県獣医師会常務理事
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₃　演題名　牛呼吸器病由来 Mannheimia haemolytica 株の性状調査および同定法に関する一考察
 （中央家畜保健衛生所　荒井理恵）

　Mannheimia haemolytica（Mh）は牛呼吸器病の主要な原因菌であり、血清型₁型菌に対するワクチンが
市販されている。今回、平成元年～25年に呼吸器症状を呈した牛から分離された株について、簡易同定キッ
ト・遺伝子検査による再同定後、血清型・薬剤感受性を調査した。供試株44株全てが簡易同定キットにより
Mhと判定されたが、PCR検査によりMhと同定されたのは44株中42株であり、残り₂株は16S�rRNA遺伝子
解析の結果、Mannheimia属菌と同定された。Mh42株の内、血清型₁型は19株、₆型は16株、型別不能は
₇株であった。薬剤感受性試験ではABPC、KM、OTC、CP、ERFXに耐性株が認められ、ERFX耐性株は
全て₆型菌であった。以上から、Mhの同定にはPCR検査を活用すべきと考えられ、また、ワクチン株とは
異なる血清型₆型菌の県内への侵入が初めて明らかとなった。

≪埼玉県獣医師会長賞を受賞した演題≫
₁　演題名　牛B群ロタウイルスに関する成牛下痢症マルチプレックスRT-PCR法の再検討
 （中央家畜保健衛生所  曾田泰史ほか）

　県内にて、成牛下痢症マルチプレックスRT-PCR(マルチPCR)で検出できない牛B群ロタウイルス(RVB)
病が確認された。マルチPCRで検出できない原因を究明するため、遺伝子解析を実施したところ、RVBフォ
ワードプライマー(9B3)領域の21塩基中に₃～₄塩基の置換があった。また、RT-PCRキットを従来のA社
からB社に変更したところ、9B3領域の置換が₃塩基の事例ではRVB特異遺伝子が検出可能となった。しか
し、₄塩基の置換があった事例ではB社キットを用いても検出できなかった。以上から、マルチPCRで検出
できなかった原因として、プライマー領域の塩基置換と使用するRT-PCRキットの感度が考えられた。

₂　演題名　県内養豚場におけるCryptosporidiumの分子生物学的手法を用いた疫学調査
 （中央家畜保健衛生所  油井武）

　豚に感染したCryptosporidium（Cr）を検出する目的で₈農場344頭分の糞便を免疫蛍光染色検査した。
Cr感染率は平均３2.６％、月齢別感染率は、離乳後で最も高く47.7％、繁殖豚で最も低く１３.５％であった。
糞便₁g中のオーシスト数（OPG）も感染率と同様の傾向であった。さらに、18SrRNA遺伝子配列解析した
結果、37分離株はC. suisまたはC. scrofarumと同定された。C. suisは哺乳豚と₁～₂ヵ月齢豚で多数検出さ
れた。₄～₆ヵ月齢豚は、全分離株がC. scrofarumであった。Actin遺伝子領域の配列分析は、C. suisとC. 
scrofarumに変異株を認めた。以上により、Cr分離株はC. suisとC. scrofarumのみで、感染率、OPG、Cr種
に月齢特異性が認められた。

₃　演題名　おいしい黒豚を食卓へ～先端技術を用いた効率的な繁殖方法～
 （農林総合研究センター畜産研究所  中村嘉之ほか）

　英国産純粋種をもとに改良された埼玉県産黒豚は、種豚の入手が困難であるため、農家において血縁の更
新が出来ず、産子数の低下や発育遅延など経営上大きな問題となっていた。そこで、H21年に英国から黒豚
純粋種（計₆頭）を輸入し、繁殖・産肉性の能力評価試験を実施するとともに、先端繁殖技術を利用して、
貴重な遺伝資源の保存および利用方法の開発を行った。その結果、導入した種豚の繁殖性や産肉性は、従来
の県内産黒豚より優れ、埼玉県で開発した超少量凍結精液の人工授精方法で、日本で初めて₆頭中₅頭が分
娩し、合計31頭の子豚を効率的に誕生させることに成功した。生産した黒豚は、県内農家へ供給され、開発
した技術を用いることで、生産コストの削減や広域流通が可能となり、優れた種豚の安定的供給、おいしい
豚肉の安定生産が可能となった。
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畜 安 第 ６ ５ ６ － 2 号
平成25年12月１7日

　（公社）埼玉県獣医師会長　様

埼玉県農林部畜産安全課長
（公印省略）

死亡した牛の届出について（通知）

　日頃より、家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。
　さて、標記につきまして、「牛海綿状脳症対策特別措置法」第₆条第₁項及び「埼玉県における牛
海綿状脳症（ＢＳＥ）対応マニュアル」Ⅱの₂の⑴に基づき、獣医師が24か月齢以上の死亡牛を検案
した場合は、埼玉県中央家畜保健衛生所ストックポイントに届出いただいているところですが、一部
に届出の遅延（届出のない牛がストックポイントに搬入）や、記載事項（死亡時の状態等）の不備が
散見されています。
　つきましては、死亡牛の遅滞ない届出等について、改めて貴会会員に周知をお願いいたします。
　また、届出に当たっては、事務処理の錯誤を防止するため、ＦＡＸ等の書面で実施くださいますよ
う併せて周知をお願いいたします。
　なお、牛の所有者等への指導については、別添写しのとおり家畜保健衛生所に指示しておりますの
で御了知ください。

畜 安 第 ６ ５ ６ － １ 号
平成25年12月１7日

　各家畜保健衛生所長　様

畜産安全課長

死亡した牛の届出について（通知）

　標記について、「牛海綿状脳症対策特別措置法」第₆条第₁項及び「埼玉県における牛海綿状脳
症（ＢＳＥ）対応マニュアル」Ⅱの₂の⑴に基づき、24か月齢以上の牛の死亡を確認した場合は、死
亡した牛を検案した獣医師または牛の所有者が、遅滞なく中央家畜保健衛生所ストックポイントに届
出するよう指導をお願いしているところです。
　しかし、一部において、届出の遅延（届出のない牛がストックポイントに搬入）や、記載事項（死
亡時の状態等）の不備が散見されています。
　ついては、標記について、貴管内の牛所有者及び獣医師に死亡牛の遅滞ない届出等について、改め
て指導をお願いします。
　なお、関係機関へは別添のとおり通知しております。

写
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25日獣発第277号

平成26年₁月17日

　地方獣医師会会長　各位

公益社団法人　日本獣医師会

会 長 　藏　内　勇　夫　

（公印及び契印の押印は省略）

獣医師の就業実態に関する調査への協力のお願い

　近年、新規獣医師の約半数を女性が占め、各分野でその役割が期待されており、各職域、各職場で

は、女性獣医師がより活躍できるように働きやすい就業環境を確保することが一層大切になっていま

す。日本獣医師会では、昨年11月から、女性獣医師の就業支援とキャリアアップの推進システムの構

築を図るために女性獣医師支援特別委員会を設置し、検討を進めているところです。

　一方、検討を進めるにあたっては、男女を問わず、獣医師免許取得者の職域と就業に係る状況を正

しく把握することが必要です。そこで、本会ではこのたび、農林水産省から補助を受け、下記のとお

りアンケート調査「獣医師の就業環境等に関する現況調査」を行うことといたしました。

　この調査では、実態をより正確に把握するため、獣医学上の知識を必要としない業務に従事してい

る方や無職の方を含む、全ての獣医師の方を調査対象としています。貴会会員の皆様への積極的なア

ンケートへのご協力の呼びかけをいただきたく、よろしくご高配の程お願いいたします。

記

　（₁）�　調 査 名：獣医師の就業環境等に関する現況調査

　（₂）　�調査期間：平成26年₁月17日㈮～₂月15日㈯

　（₃）�　調査機関：株式会社マクロミル

　（₄）　�調査対象：獣医師

　（₅）�　回答方法：専用ホームページへの入力

　（₆）�　専用ホームページＵＲＬ：

　　　　 https://www.net-research.jp/airs/exec/rsAction.do?rid=609436&k=f50683d768

　　　　（日本獣医師会ホームページの「トピックス」からアクセスも可能です。）
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　「新春懇談会」開催に関する打合せ会
　平成2６年₁月22日（水）午後₁時３０分から、さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」において次の事項を協議
した。

１　会長挨拶

　�　本会は、行政当局など多くの皆様の御支援、御協力により₄月₁日から公益社団法人に移行することが
できた。移行後は、概ね、諸事業は順調に推移しているものの、これからの獣医師会は一層地域に密着し
た団体にならなければならない。このため、獣医療の提供の面では、動物病院間が連携することでホーム
ドクターとして地域から信頼を得る努力も必要となる。この様な趣旨から、この度の新春懇談会を会員相
互の絆を深める機会にもしてもらいたい。

　�　本日は、新春懇談会の運営について協議いただくため、総務委員会を中心に関係する委員会の委員にお
集まりいただいたので、よろしく御協力をお願いしたい。

₂　協議事項

　⑴�　埼玉県獣医師会公益社団法人移行記念「新春懇談会」の開催について
　　�　懇談会参加者の状況を報告し、未だ出欠報告のない会員への出席督励方を依頼。また、懇談会は、総

務委員会を中心に、開業第一及び第二運営委員会、学術委員会、狂犬病委員会がそれぞれ役割を分担し
運営することとし、進行計画等について協議、決定された。

　⑵　その他
　　�　①第６６回定時総会を、₆月１１日（水）に開催（予定）すること、②日本獣医師会の「獣医師の就業実態に関

する調査」の実施と協力依頼、③日本獣医師会年次学会への事前登録推進等について協議、報告された。

会 務 報 告

　西支部では₃月23日(日)に東京大学の松木直章先生をお招きして「内分泌を極める　糖尿病疾患の診断と
治療のアップデート」と題して講習を行います。
　年度末のお忙しいところと思われますが、多数の先生方の御参加をお待ちいたします。

日　時　　平成26年₃月23日（日）
　　　　　13：30～16：30
場　所　　川越市南文化会館　ジョイフル
　　　　　川越市大字今福１2９５ - 2
　　　　　TEL ０4９-24８-4１１５
演　題　　内分泌を極める　糖尿病疾患の診断と
　　　　　治療のアップデート
講　師　　東京大学　松木直章　先生
参加費　　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　 ５,０００円

西支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小３（１２））

西支部長　三森　信行

南大塚 西武新宿線
川
越

新
河
岸

東
武
東
上
線

16

254

6

川越
IC

関
越
自
動
車
道

川越初雁高
福原交番

川越市南文化会館
ジョイフル

予　　告
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埼玉県獣医師会に入会して
さいたま市支部　山口　　健

（みんなの動物病院）

　昨年、埼玉県獣医師会へ入会させていただきました山口健（やまぐちたけし）
と申します。1997年に酪農学園大学を卒業後、県内の動物病院にて15年間にわた
り勤務しておりましたが、一昨年、ご縁あって故松岡信郎先生がご開院なされた
北浦和のマツオカペットクリニックを継承するお話をご紹介いただき、その12月
に「みんなの動物病院」として開院に至りました。お陰様で昨年末に無事₁年を
迎えることができました。
　開院にあたりましては、以前よりお付き合いのありました当獣医師会の諸先生
方を始め、沢山の方々にお世話になりました。その対応の温かさに感激するとと
もに、いただいた御恩に報いたいなという気持ちにもなりました。それが当会入
会へのきっかけともなっております。本当にありがとうございました。
　入会後は懇親会や支部旅行等、各種イベントに楽しく参加させていただいてお
ります。諸先輩方がとても気さくに話しかけてきてくださり、入会した喜びを感

じる日々です。また先日行われました新人研修会では、漠然としか認識しておりませんでした獣医師の社会
的責任を解りやすくお話しいただき、身の引き締まる思いがいたしました。
　我が家には、趣味の自転車レースに付き合ってもらっている14歳の愛犬がおります。開業直前に悪性腫瘍
の開腹手術を行いましたが、この際に飼主としての不安な気持ちを実感できたことで、私たちが飼主様に行っ
てさしあげるべき心のケアの重要性も再認識できました。私にとって沢山の大事なことを教えてくれる可愛
い先生です。永く一緒にいて欲しいなと思っています。
　まだまだ発展途上の私ですので、皆さまへお返しするよりもご迷惑をかけることの方が多いかと思います
が、埼玉県獣医師会員としての自覚を持ち、一言芳恩の気持ちを忘れずに精進して参ります。今後ともご指
導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

ひ　ろ　ばひ　ろ　ば 新入会員の抱負

愛娘＆愛犬と

　平成2６年₁月１０日（金）、埼玉会館において埼玉県職員表彰規程に基づ
く功績表彰が行われ、生活衛生課及び動物指導センター、保健所の動物
指導、狂犬病予防担当職員（代表　黒﨑嘉子生活衛生課長（衛生支部））が
上田知事より表彰されました。

　受賞の功績は、それぞれの機関が連携し共通意識を持ち、動物愛護行
政「犬・猫の殺処分数の削減」に取り組むとともに、地域のボランティア
や民間企業との協働による「地域猫活動」にも取り組み全国の先進事例となるなど、「動物にやさしい埼玉」の
実現に大きく貢献したことが評価されたものです。
　県では、平成2０年₃月策定の「埼玉県動物愛護管理推進計画」で、犬、猫の殺処分数を平成１８年度の９,１１８
頭から、平成2９年度末までに4,５００頭に削減する目標を立て、関係機関が連携し取り組んできましたが、既
に2３年度で目標を達成するとともに、平成24年度からは、更に殺処分「ゼロ」を目指して動物愛護行政に取り
組んでいるところであり、今後、益々その成果が期待されております。

会員（埼玉県生活衛生課ほか）が埼玉県知事功績表彰を受賞
公益社団法人　埼玉県獣医師会
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　12月15日(日)「川越市南文化会館　ジョイフル」において、学術講習会を開催いたしました。
　今回は、麻布大学　川村裕子先生をお招きして「猫の化学療法」と題してご講演をいただきました。
　昨今ペットの長寿化に伴い、腫瘍疾患の来院数が非常に増えています。特に猫では悪性度の高いものが多
く、完全に駆逐することは大変困難な治療となります。
　リンパ腫や肥満細胞腫、口腔腫瘍といった実例を挙げ、種々の化学療法剤について細かくご説明をいただ
きました。
　また、癌を抱えながらも決してあきらめることなく、副作用が発現することのない程度の低用量の抗がん
剤を使用して「癌死ではなく天寿を全うしていく」そんな天寿癌という考え方をお示しいただき、大変感銘
を受けました。
　日々の診療とご講演でお忙しい中、貴重なご講演をいただきました川村先生に、深くお礼を申し上げると
共に、獣医師会での行事が続く中でご参加下さったたくさんの先生方にも、合わせて感謝いたします。
　西支部では今後以下のような講習会を企画しております。
　　　₃月2３日(日)  内分泌を極める　糖尿病疾患の診断と治療のアップデート
　　　　　　　　　　　　東京大学　松木直章先生
　松木先生には来年度もシリーズとして、甲状腺および副腎をテーマに₂回の講演を予定しております。た
くさんの先生方のご参加をお待ちします。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

4５名 ₃名 ₃名 ₁名 2９名 ₁名 ₂名 ₃名 ₃名

西支部学術講習会開催報告
西支部学術委員　　矢萩　智男

　₁月13日（月・祝）さいたま市支部では、「With�You�さいたま」において、日本大学の枝村一弥先生をお招
きし、「リハビリテーションってどうなの？～何をどのようにして行うか : 最新知見を交えて～」というテー
マでご講演いただきました。
　かつては整形外科や神経外科を行った後に厳格なケージレストを行うことが主流でしたが、現在の認識は
術後のリハビリテーションの達成度で治療成績が異なるということです。対象動物は手術症例だけではなく、
高齢動物や様々な理由で運動機能障害を持つ動物であることや、リハビリテーションの具体的な種類や目的、
方法をご教授いただきました。リハビリテーションは、あくまでも内科療法や外科手術を行った上での補助
療法という位置づけですが、動物の QOL 向上に多大な貢献をすることを学びました。
　枝村先生、またご参加いただきました先生方に感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

５０名 2５名 ₅名 １名 ₅名 ₀名 ₅名 ₇名 ₂名

さいたま市支部学術講習会開催報告
さいたま市支部学術委員　　柏瀬　　匠
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埼玉県獣医師会公益社団法人移行記念

新春懇談会開催の御案内
公益社団法人埼玉県獣医師会

　本懇談会は日頃、集合狂犬病予防注射業務等でお世話になっている市町村の皆様もお招きし開催

しますので、多くの会員のご出席をお願いします。

　なお、まだ出欠席の報告をされていない先生は、至急、前月の会報に同封の「出欠席報告書」に

より、事務局まで報告して下さい。（ＦＡＸ、又はメール）

開催の趣旨

　公益社団法人への移行という大きな節目に当たり、日本獣医師会との連携・連帯を一層深めるとともに、

日頃から獣医療並びに獣医師会活動にご指導、ご支援を賜っている幅広い関係者をお招きし、獣医師会会員

との交流を通じて、埼玉県獣医師会の新たな発展を図る。

日　時　　平成2６年₂月₆日（木）

　　　　　　午後１時１５分～（受付　午後₀時4５分～）

場　所　　大宮ラフォーレ清水園　　

　　　　　　さいたま市大宮区東町2－2０4

内　容

第１部　記念講演　（₃階　孔雀の間）

　　午後１時１５分～午後₂時2０分　

　　　　⑴　獣医師会の目指すべき方向　　日本獣医師会会長　藏内勇夫　先生

　　　　⑵　症例と飼い主のための大学動物医療センターへの紹介法

　　　　　　　東京大学大学院教授　附属動物医療センター長　辻本　元　先生

　　　　対象者　埼玉県獣医師会会員・賛助会員等　　

第₂部　交流（懇談）会　（₃階　光琳の間）

　　午後₂時３０分～午後₄時３０分

　　　　内　容　開会挨拶、来賓祝辞、感謝状贈呈（公益法人移行関係支援者）、懇談等

　　　　参集者　埼玉県知事、さいたま市長、県選出の衆・参国会議員

　　　　　　　　県及びさいたま市議会議長、同議会議員、

　　　　　　　　県内市町村長、農林・商工・金融等関係機関の長

　　　　　　　　県関係行政機関の長、関東・東京地区獣医師会会長

　　　　　　　　埼玉県獣医師会会員・賛助会員　等　　

　　　　合　計　約2００名

お 知 ら せ
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　厚生委員会がボウリング同好会の協力を得て、新たな企画として、埼玉県獣医師会主催「ボウリング大会」
を次のとおり開催いたします。
　多くの皆様に参加いただき、会員相互やご家族、関係者の皆様との親睦を深め、楽しい時を過ごして下さい。
１　日　　時　平成2６年₂月１１日（火、祝日）
　　　　　　　集　　合　　午後₃時３０分
　　　　　　　競技開始　　午後₄時
₂　場　　所　スポルト浦和国際ボウル
　　　　　　　　さいたま市桜区中島4-１-１
　　　　　　　　電話　０4８-８５３-4９2１
₃　参 加 費　１,５００円（貸靴料は自己負担）
₄　参加要件　会員とその家族及び従業員、賛助会員など
₅　予定人員　６０名（2０レーン×₃人＝６０人）
₆　競技方法　一人₂ゲームを投球し合計点で競います。
　　　　　　　年齢や性別等を考慮し、ハンディキャップを設定します。
₇　表 彰 式　競技終了後、ボウリング場内にて行います。
₈　参加申込　参加を希望される方は、至急、氏名と年齢、性別を各支部厚生委員に伝えてお申し込み下さい。

埼玉県獣医師会ボウリング大会開催のお知らせ
厚生委員会委員長　　大橋　邦啓

広告
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　埼玉県獣医師会事務局で貸出用に保管されている獣医療技術などの学術ビデオテープについて、映像劣化

を防止するため、会員の御協力を得てデジタル化を進めてまいりました。

　この度、米国の大学獣医学部などで編集されたビデオテープをDVDとして再整備しましたので、御活用

いただきたく御案内申し上げます。

　なお、これらを含め貸し出しできるDVDやCDの主な内容は次のとおりであり、タイトルの詳細は埼玉県

獣医師会ホームページの会員専用ページに掲載してありますので、必要な場合には事務局までお申し出くだ

さい。

　　◦小動物の臨床（診療技術や治療法など）

　　◦放射線診療技術

　　◦狂犬病など動物由来感染症に関する情報

　　◦家畜伝染病の診断

　埼玉県獣医師会では、開業の先生方を対象に下記のとおり顧問税理士による個別相談会を開催いたします。

　ご希望の先生は事務局までご連絡下さい。

記

　日　　時　　平成2６年₂月１８日（火）

　　　　　　　①　午後₁時～　　②　午後₂時～

　　　　　　　③　午後₃時～　　④　午後₄時～

　　　　　　　�※個別相談となるため、希望者はあらかじめ埼玉県獣医師会事務局までご希望の時間を連絡

して下さい。

　　　　　　　　なお、希望時間が重複する場合には調整させていただきます。

　　　　　　　　また、希望者多数の場合は、別の日時での開催を検討いたします。

　場　　所　　さいたま市　埼玉県農業共済会館　₂階  2０６会議

　対 象 者　　開業支部会員（税理士の関与がない先生を優先）

　相談内容　　獣医業に関する個人の確定申告（平成2５年分）

　対 応 者　　埼玉県獣医師会　顧問税理士　間嶋順一　先生

　事前準備　　�相談に必要な資料等事前準備をしていただく必要がありますので個別相談を希望する先生に

は、後日ご連絡いたします。

「研修用学術ビデオ」利用の御案内

埼玉県獣医師会開業会員の確定申告
個別相談会開催のお知らせ

情報検討委員会　委員長　　田中　　裕
学術委員会　委員長　　新井　宣明
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訃　　報 故　小島義男先生のご逝去を悼んで

弔辞

　本日ここに故　小島義男先生の告別式に臨み、公益社団法人埼玉県獣医師会を

代表いたしまして、謹んでご霊前に敬慕の情と哀悼の誠を捧げます。

　時は流れ、世は大きく変革の時代を迎えた今日、まさに先人諸氏のご尽力のも

と、６０有余年の歴史ある埼玉県獣医師会も昨年４月、新たな公益社団法人として

力強くスタートを切り、平成２６年という輝かしい年を迎えたその日、松の内もよ

うやくすぎ、平穏な日々を迎えるなか、突然に入った先生の悲報に接し、未だその驚きを禁じ得ません。

　ご家族、ご親族の皆様のご心中を察するに、余りあるものがございますが、悲しき現実の前に、ただ

ただ首を垂れるばかりであります。

　先生は、昭和２年９月１５日、生を受け、若き志をもって獣医学の名門、麻布獣医専門学校、後の麻布

獣医科大学、現在の麻布大学に学ばれ、優秀な成績でご卒業なされ、昭和２４年獣医師免許を取得後、埼

玉の誇る一大農業地帯である熊谷地域の大きな期待と負託に応え、ご当地において小島獣医科医院を開

設されました。戦後の混乱期に於いて、我が国の食料増産が大きく叫ばれるなか、時代の要請に応え貴

重なタンパク源を供給する畜産振興に向け、農業共済組合の指定獣医師として、牛や豚を中心に産業動

物の診療業務に邁進なされるとともに、埼玉県獣医師会会員として、獣医学の幅広い分野で地域の発展

に大きく貢献をなされたところであります。

　埼玉県獣医師会の運営に当たりましても、同じ熊谷の地の栗田武男会長、更には五十嵐幸男会長の信

望も非常に厚く、その推薦を受け、私が厚生委員長の時には副委員長として、更には獣医事調査委員長

の時には委員として、常に私と車の両輪の如く一緒に会務推進にあたり、円滑な運営にご尽力を頂きま

した。この間、会員の信望も厚く、まれにみる敏腕を如何なく発揮され、全身全霊で会の発展に取り組

み、ご活躍をなされ、大きな足跡を残されましたことは、衆目の一致するところであります。

　地元熊谷に於きましては、昨年まで熊谷地域狂犬病予防協会の会長を務める一方、深谷家畜市場の指

定獣医師、更には、４０年以上の長きにわたり埼玉県調理師専門学校の講師を務めるなど、非常に幅広い

分野でご活躍なされておったところでございまして、これら先生の数々のご功績に対し、昭和６３年には、

関東地区獣医師大会において獣医事功績表彰を、また平成１０年の埼玉県獣医師会創立５０周年記念式典に

おいては、日本獣医師会長賞を受賞されるなど、数々の表彰の栄に浴されたところでございます。

　また、先生は、麻布獣医専門学校在学中は、弁論部に所属していたとのことでありまして、もって生

まれた明るい性格と流暢な話術は、名司会者として、私を始め常に参加者の記憶に大きく残るものがあ

りました。

　また、家庭にあっては大変なご家族思いで、３人のお子様と7人のお孫さんに恵まれ、特に二男の満（み

つる）さんは、先生の後姿を見て獣医師の道を志し、北里大学をご卒業後、先生の意志を立派に受け継ぎ、

埼玉県農業共済組合連合会勤務を経て、現在、開業獣医師としてご活躍中でございますが、特に平成２０

年６月からの３年間、地域から推されて、埼玉県獣医師会開業第一運営委員会の委員をお務めになられ

るなど、今や、地域を背負って立つ立派な獣医師としてご活躍されております。私も会長として将来の

埼玉県獣医師会を担う若き獣医師として、大いに期待しているところあり、先生なきあとも、全力でバッ

クアップして参る所存でございますのでご安心ください。
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　残念ながら、もう先生のお姿を見ることは叶わなくなってしまいました。

　先生の残された、地域に信頼と期待され親しんでもらえる開業獣医師としての望ましい姿、このお姿

は、私たちは如何に時代が変わろうとも決して忘れることなく伝えて参りたいと存じます。

　埼玉県獣医師会も公益社団法人として新たな展開が期待されておりますが、私も長らく会長としてお

世話になるなか、日本獣医師会の業務執行理事として、更には全国５５の地方獣医師会と日本獣医師会を

繋ぐ会長会議の常設議長といたしまして、先生を失った悲しみを乗り越え、先生の残された数々の教え

をこれからも受け継ぎ、地域に貢献する公益社団法人埼玉県獣医師会会長として、期待に応えられるよ

う一層努力して参りますことをここに決意を新たにお誓い申し上げる次第でございます。

　敬愛する先生に永遠の別れを告げざるを得ない時が参りました。

　先生を悼む気持ちは尽きませんが、今はただ、深甚なる敬意と感謝の念を捧げ、ご遺族の皆様方とと

もに先生のご冥福を心からお祈り申し上げ、追悼の辞といたします。　　

　小島先生、さようなら、

　　　　　　さようなら　さようなら。

平成２６年１月１３日

公益社団法人　埼玉県獣医師会

　　　会 長　髙　橋　三　男

広告
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盲導犬　この子は適任 ?
ＤＮＡチェック
集中力・穏やかさ必須

　帯広畜産大が考案

　犬のＤＮＡ（遺伝情報）のわずかな違いを調べ

て、盲導犬※になりやすい犬を見分ける方法を、

帯広畜産大が考案した。子犬のうちに調べれば効

率よく盲導犬を育成でき、実際に試したところ、

合格率は₅割を超えた。父親と母親の遺伝子を調

べ、盲導犬にふさわしい組み合わせを調べる犬版

「デザイナーベビー」の実用化を₂年以内に目指

すという。

　盲導犬には、集中力や記憶力があり、穏やかで

気が散りにくいなどの性格が適していると考えら

れている。こうした性格を備え、体が大きいレト

リバー系の犬が選ばれることが多い。₁歳を過ぎ

たころに適性を調べ、訓練を始める。しかし盲導

犬になるのは狭き門で、訓練後の合格率は₃～₄

割にとどまる。

　鈴木宏志教授（家畜生命科学）のチームは、盲

導犬になった犬となれなかった犬421匹の遺伝子

配列のわずかな違い（SNP）を解析し、盲導犬に

ふさわしい性格に関連する10個のSNPを特定。

SNPごとの特徴、組み合わせによって、盲導犬に

なれる確率が高い犬を見分けるモデル式を考案し

た。

　昨年度、合否の判定前に28匹の犬に実際にこの

モデルを試したところ、予測と一致した割合は₅

割強だった。今年度はさらに対象とするSNPや犬

の数を増やし、予測の精度を₇割以上に高めたい

という。

　このモデルを使えば、父親と母親の遺伝子の解

析により、盲導犬になる子どもが生まれる確率の

高い組み合わせを予測することも可能になる。

チームは2015年度中に盲導犬の「デザイナーベ

切り抜きニュース ビー」を実用化する計画だ。現在の育種の交配で

は通常、外見などをもとに選んでおり、遺伝子ま

では調べていない。

　鈴木さんは₇年前に特定の五つのSNPを持つ犬

の合格率が高いことを発見したが、五つのSNP全

てを持つ犬は０.５％程度しかおらず、実用化は難

しいことがわかった。今回の方法は精度はやや下

がるが、より多くの盲導犬の誕生につながると期

待できるという。人の遺伝情報の取り扱いには倫

理的な問題が多いが、犬では多くないとみてい

る。鈴木さんは「盲導犬になれるかどうかは、生

まれてからの環境もあるが、遺伝的要因が大き

い。効率よく盲導犬を育成できれば、視覚障害者

の方の希望にも応えやすくなる」と話す。

� （岡崎明子）

※盲導犬

　目の不自由な飼い主の指示に従い、目的地

に誘導するために訓練された犬。盲導犬候補

の雄は生後半年ごろに去勢し、雌は₁年以内

に不妊手術をする。潜在的需要も含めると盲

導犬を必要とする障害者は約7800人という調

査結果もあるが、現在の盲導犬の活動数は約

₁千匹にとどまる。この10年で100匹ほどし

か増えていない。

�

朝日新聞　₁月₈日

研究用に飼われているラブラドールレトリバー
＝鈴木宏志教授提供
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日本旅行のドイツ人デング熱に
国内感染例は60年以上なし

　厚生労働省は10日、昨年₈月に日本を旅行した

51歳のドイツ人女性がデング熱に感染したと発表

した。同省は日本で感染した可能性も否定できな

いとし、都道府県などに情報提供を行った。国内

では過去60年以上、感染例の報告はない。厚労省

によると、女性は₈月19 ～ 31日の間、長野、山梨、

広島、京都、東京の₅都府県を回った。帰国後、

高熱などの症状を訴え、検査の結果、デング熱と

診断された。入院１週間後に回復し、退院した。

　デング熱は蚊を媒介して感染する。多くの場合

₃～₇日の潜伏期間後に、発熱や頭痛、筋肉痛、

皮膚の発疹などの症状が出る。まれに重症化する。

東南アジアや中南米などで流行しており、海外へ

渡航した日本人の感染者は年間約200人いる。

� 読売新聞　₁月１１日

平成２５年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成2６年₁月2０日現在）

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

₅月１９日㈰

南第一支部・南第二支部
　「僧帽弁閉鎖不全症の内科治療の限界と外科
治療の可能性」
　日本大学　上地正美　先生
　（さいたま市　埼玉会館)

₆月１５日㈯
　～１６日㈰

第８６回獣医麻酔外科学会／第９８回日本獣医循環器学会／第５３回日本獣医画像診断学会　
2０１３春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₈月2５日㈰

北支部・八日会
　「より安全で痛みのない獣医療を目指して伴
侶動物の麻酔モニタリングと麻酔中の呼吸循
環系異常に対する対応」
　酪農学園大学　山下和人　先生
　（熊谷市　熊谷文化創造館さくらめいと）

₉月₈日㈰ 平成2５年度　関東・東京合同地区獣医師大会（群馬）獣医学術関東・東京合同地区学会
（群馬県渋川市　ホテル木暮）

₉月１５日㈰

東支部
　「明日からの眼科診療に役立つシリーズ��犬
種別眼科疾患：プードル・ヨークシャテリア」
　どうぶつ眼科eye�vet　小林一郎　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

１０月１３日㈰

東支部
　「あなたは運動器疾患をどこまで診断できま
すか？」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

１０月2０日㈰

北支部・八日会
　「より安全で痛みのない獣医療を目指して
犬猫の心肺蘇生ガイドライン～RECOVER～」
　酪農学園大学　山下和人　先生
　（熊谷市　熊谷文化創造館さくらめいと）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

１１月₃日（日・祝）

東支部
　「皮膚病が治らない！どうしたら治るか考え
てみよう」
　アジア獣医皮膚科専門医��村山信雄　先生
　�（春日部市　春日部市商工振興センター　ア

クシス春日部）

１１月₈日㈮

北支部・八日会ほか畜産関係団体
　「牛白血病ウイルス（BLV）感
染症の現状と対策」
　北海道大学　今内覚　先生
　（本庄市　早稲田リサーチパー
クコミュニケーションセンター）

１１月１7日㈰
南第一支部・南第二支部
　「よくある細胞診の見方と考え方」
　日本獣医生命科学大学　呰上大吾　先生
　（さいたま市　さいたま共済会館）

１１月24日㈰
さいたま市支部
　「犬の慢性肝炎の診断と治療」
　日本大学　坂井学　先生
　（さいたま市　With You さいたま）

１１月24日㈰
西支部
　「眼科疾患における点眼薬の使い方」
　くにたち動物病院　遠藤雅則　先生
　（川越市　南文化会館）

１2月₁日㈰

北支部・八日会
　「ふらつきや背部痛のある動物を、どう診断
し、どう治療するか？」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（本庄市　本庄市児玉文化会館セルディ）

１2月１2日㈭

平成2５年度
「狂犬病予防対策に関する講習会」
国立感染症研究所獣医科学部室長

井上智　先生
狂犬病臨床研究会会長� 佐藤克　先生
　（さいたま市　大宮法科大学院大学）

１2月１５日㈰
西支部
　「猫の腫瘍の化学療法」
　麻布大学　川村裕子　先生
　（川越市　南文化会館）

１2月2０日㈮
農林支部
平成25年度
埼玉県家畜保健衛生業績発表会

（さいたま市　埼玉会館）

平成2６年
₁月１３日(月・祝)

さいたま市支部
　「リハビリテーションってどうなの？～何を
どのようにして行うか最新知見を交えて～」
　日本大学　枝村一弥　先生
　（さいたま市　With You さいたま）

₂月2１日㈮
～2３日㈰

平成2５年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（千葉）
（千葉市　幕張メッセ（国際会議場））

₂月
農林支部
　関東甲信越家保業績発表会（₇日）
　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₃月2３日㈰

西支部
　「内分泌を極める　糖尿病疾患の診断と治療
のアップデート」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　南文化会館）



20

１2月2０日　平成2５年度埼玉県家畜保健衛生業績発

表会（さいたま市　埼玉会館）

１2月27日　仕事納め

平成2６年

₁月₆日　仕事始め

１月₇日　豊かな埼玉をつくる県民の集い（さい

たま市　パレスホテル大宮）

１月１３日　さいたま市支部学術講習会（さいたま

市　With�You さいたま）

１月１4日　知事と農林水産業団体長との懇談会

　　　　　（さいたま市　知事公館）

₁月１９日　西支部新年会（川越市　川越プリンス

ホテル）

₁月１９日　北支部・八日会合同新年会（深谷市　

埼玉グランドホテル深谷）

₁月22日　「新春懇談会」開催に係る打合せ会（さ

いたま市　大宮ラフォーレ清水園）

₁月2６日　さいたま市支部新年会（さいたま市　

ホテルブリランテ武蔵野）

₁月2６日　南第一支部新年会（さいたま市　浦和

ロイヤルパインズホテル）

₁月2６日　東支部新年会（越谷市　越谷サンシティ）

１月2９日　平成2５年度狂犬病予防協会研修会（桶

川市　さいたま文学館）

₂月₆日　埼玉県獣医師会公益社団法人移行記念

　　　　　新春懇談会（さいたま市　大宮ラ

フォーレ清水園）

₂月₇日　畜産懇話会（熊谷市　ホテルヘリテイ

ジ）

₂月₇日　埼玉県畜産会理事会（熊谷市　ホテル

ヘリテイジ）

₂月₇日～₉日　日本獣医内科学アカデミー第１０

回記念学術大会（神奈川県横浜市　パ

シフィコ横浜）

₂月１１日　埼玉県獣医師会主催ボウリング大会

　　　　　（さいたま市　スポルト浦和国際ボウ

ル）

₂月１３日　公益法人定期提出書類に関する説明会

（さいたま市　さいたま市民会館うら

わ）

₂月１８日　埼玉県獣医師会開業会員の確定申告個

別相談会（さいたま市　埼玉県農業共

済会館）

₂月2１日～2３日　平成2５年度日本獣医師会獣医学

術年次大会（千葉）（千葉県千葉市　幕

張メッセ、アパホテル＆リゾート東京

ベイ幕張）

₃月₆日　平成2５年度関東・東京合同地区獣医師

会連合会第₃回理事会（群馬県高崎市

ホテルメトロポリタン高崎）

₃月2０日　（学）シモゾノ学園大宮国際動物専門学

校卒業式（さいたま市　パレスホテル

大宮）

₃月2３日　西支部学術講習会（川越市　南文化会

館）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL��http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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　あけましておめでとうございます。本年もよ
ろしくおねがいいたします。　　　
　元旦の日の出は、今年も雲一つない青空に力
強く昇った。安倍首相が放ったアベノミクスの
矢も見事に的中して国民の期待に応えてくれる
ことを願いたい。
　しかし、うまくいくかと思いきや、安倍総理
に続いて総務大臣までが靖国神社に参拝した。
　靖国神社への参拝については、色々な議論も
あるが、中国、韓国、更には何とか治まらない
か？と心配していたアメリカまでもが“がっか
りした”�と言っている。菅官房長官は止めたと
言うが、ここ10年で₇名の総理大臣が変わった
お国なので、ハラハラして見ているのだろう。
　これは自業自得なのか？ それとも誰かが後
ろで糸を引いているのか？ 落とし所を見つけ
ての行動であることを願いたい。
　今年はスポーツイヤーだ。スキー女子ジャン
プの高梨沙羅ちゃんが大活躍しているが、間も
なくソチオリンピック、サッカーのW杯、そし
て、夏のオリンピック、パラリンピックと日の
丸を背負った選手達がどんな筋書きのないドラ
マを見せてくれるか今から楽しみだ。そして
2020年の東京オリンピックに向けて景気もス
パートだ。
　その前哨戦とまではいかないが、正月には高
校生の浦和勢が頑張った。惜しくも一回戦で負
けてしまったが、ラグビーは県立浦和高校、サッ
カーもさいたま市立浦和高校だ。
　特に県立浦和高校は全国の公立高校で東大の
進学率がトップ、文武両道だ！とテレビやマス
コミで盛んに取り上げられていた。素晴らしい
ではないか。何処の高校もそうありたい。深谷
高校に何度も挑戦しやっと掴んだ花園のキッ
プ、何とか勝たせたかった。
　市立浦和高校も後半は攻めまくっていたが、
前半の₃点は取られ過ぎだ。負けた富山第一高
校は最後の国立での高校サッカー決勝、対星稜
高校との試合で後半と延長で₁点ずつ取って逆
転して優勝したのだ、負けても無理もない。両
校とも良くやった、県内の公立高校の目標にな
れれば嬉しい。
　１９74年にフィリピンのルバング島で2９年間

【不撓不屈】の精神で潜伏して生還された小野
田寛郎さんが９１歳の命を閉じられた。生還され

た時、とっさに「すまない！」と思った方は小
生だけではなかったろう。同世代に父を持つ身
には、もし父が帰っていなければ自分の存在は
無い、帰って来たからこそ今の自分がある。も
し小野田少尉が終戦後直ぐに帰っていたら団塊
の世代の同級生がいたはずだ。命令とは言え良
くぞ生き延びられた。
　小野田さんの「人はもともと殺し合う様には
出来ていない」と言う言葉は全世界の人が肝に
銘じておくべき重い言葉である。本当にご苦労
様でした、ご冥福を祈ります。
　埼玉県内の圏央道が、早ければ2014年中に東
北道～関越道～中央道そして東海道へと繋がる
そうだ。いつの日か�常磐道から東海道まで繋
がるのが夢だった。会議や講習会、イベント、
旅行などで利用される会員への時間的な負担が
軽減されるのは大変嬉しい。
　₂月₆日には、既に先月の会報でお知らせ
し、また本号の髙橋会長の新年のご挨拶並びに�
各支部長さんからも案内があったかと思うが、
埼玉県獣医師会の公益社団法人への移行を記念
し、初めての試みとして、大宮ラフォーレ清水
園において、昨年の総会で公益社団法人日本獣
医師会の会長に新たに就任された藏内勇夫会長
からは今後の抱負を、また、東京大学動物医療
センター長の辻本先生からは、症例と大学病院
への紹介法についてのお話をいただくことに
なっている。獣医師会の行う狂犬病予防注射に
ついては、特に地方自治体や各界との密接な連
携が必要になっており、関係する皆様をお招き
しての記念講演並びに交流（懇談）会でもあり、
またとない機会だ。是非、多数の会員の参加を
お願いいたします。
　また、₂月₇日～₉日までパシフィコ横浜で
獣医内科学アカデミーが、11日には厚生委員会
主催のボウリング大会が浦和の国際ボウルで、
更に21日～23日までは日本獣医師会の年次大会
が千葉県獣医師会主催で東京ベイ幕張メッセに
おいて開催されます。
　その他には各支部の新年会などの催し物が目
白押しですが、それぞれ、会員の皆様には是非
参加いただける様お願いいたします。
　寒さ厳しき折、会員の皆様方には健康にご留
意され、寒さを乗り切りましょう。
� （不動）

編　集　後　記
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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